
香川大学における出張申請システムの内製開発
冨田 邦宏 1), 合田 壮汰 2), 青柳 浩志 3),佐藤 亙人 3)，
浅木森 浩樹 4),5), 油谷 知岐 4),神馬 豊彦 1),3)

1) 香川大学大学院創発科学研究科
2) 香川大学創造工学部創造工学科

3) 株式会社早稲田大学アカデミックソリューション
4) 香川大学 DX推進研究センター

5) 株式会社リコー
s23g357@kagawa-u.ac.jp

In-house Development of Business Trip Application System

at Kagawa University

Kunihiro Tomita1), Sota Gouda1), Hiroshi Aoyagi2), Arito Sato2)

Hiroki Asakimori1),3), Tomoki Aburatani1), Toyohiko Jimma1),2)

1) Graduate School of Science for Creative Emergence, Kagawa University.

2) Faculty of Engineering and Design, Kagawa University.

3) Waseda University Academic Solutions Corporation.

4) DX Research Center, Kagawa University.

5) Ricoh Company, Ltd.

概要
香川大学の出張申請・出張精算業務は，「 1○出張申請フェーズ」，「 2○決裁フェーズ」，「 3○出張報告フェーズ」，「 4○
精算フェーズ」から構成され，それぞれのフェーズを効率的かつ効果的におこなうことが求められている．本研究
では，「 1○出張申請フェーズ」における出張申請に必要な情報を効率的かつ効果的に収集すべく，出張申請システム
を内製開発した．本論文では，内製開発した出張申請システムについて述べる．

1 はじめに
香川大学における教職員の出張については，「国立大
学法人香川大学旅費規程」[1]に基づいた出張申請・出
張精算業務を通じて処理される．図 1 は，出張申請・
出張精算業務のフェーズを示している．香川大学の出
張申請・出張精算業務は，出張申請に必要な情報を収
集する「 1○出張申請フェーズ」， 1○で収集された情報
から旅行命令伺や旅行依頼伺を作成し，旅行命令権者
がそれを決裁する「 2○決裁フェーズ」，出張報告書を
作成し，必要な証憑と合わせて報告する「 3○出張報告
フェーズ」，旅費を計算し，それを精算する「 4○精算
フェーズ」から構成され，それぞれのフェーズを効率
的かつ効果的におこなうことが求められている．
香川大学は，「 1○出張申請フェーズ」における出張
申請に関する情報を収集する出張申請システムを内製

開発した．出張申請システムには，出張申請に関する
情報を効率的かつ効果的に収集する仕組みを構築する
ことを目指して内製開発された．本論文では，内製開
発した出張申請システムについて述べる．

2 出張申請システム
UX（User Experience）[2] は，サービスやシステ
ムを利用したり，消費したときに得られる体験の総
体を指し，個別の機能や使いやすさのみならず，ユー
ザが真にやりたいことを楽しく，心地よく実現できる
かを重視した概念であり，サービスやシステムの企画
段階からユーザの体験である UX を意識したサービ

図 1 香川大学における出張申請・出張精算業務のフェーズ



図 2 作成されたストーリーボード

スやシステムをデザインしていく手法を UXD（User

Experience Design）[3]とよぶ．ストーリーボードは，
ユーザにとってのサービスやシステムの利用体験を
時系列のストーリーとして視覚化するための手法で，
UXD の具体的な実現手段として用いられる．香川大
学では出張者と事務担当者の体験を共有すべく，ス
トーリーボードを作成した．図 2 は，作成されたス
トーリーボードの一部を示している．ストーリーボー
ドの作成を通じて，「 1○出張申請フェーズ」では出張
届に加えて，チャットを用いて不足している情報の聞
き取りをおこなったり，「 2○決裁フェーズ」では， 1○

で収集された情報を含む Excelファイルから旅行命令
伺を作成する財務会計システムへのコピー作業によっ
てヒューマンエラーが発生するケースがあることがわ
かった．
出張申請システムは，Microsoft Power Platform

を用いて開発された [4]．Microsoft Power Platform

は，Microsoft が提供するデータの収集から解析，予
測までをローコーディングやノーコーディングで実
装できるプラットフォームであり，Microsoft Power

Apps，Microsoft Power Automate，Microsoft Power

BI，Microsoft Copilot Studio，Microsoft Power Pages

の 5 つのサービスから構成される．出張申請システ
ムはMicrosoft Power Automate を用いてMicrosoft

Forms,Microsoft Teams,Microsoft SharePoint を連
携させることで開発された．図 3は，出張申請システ
ムの画面，図 4 は，SharePoint で構築されたデータ
ベースに保存された出張申請データ (一部抜粋) を示

している．

図 3 出張申請システムの画面

3 おわりに
香川大学は，「 1○出張申請フェーズ」における出張
申請に関する情報を収集する出張申請システムを内製
開発した．出張申請システムには，出張申請に関する
情報を効率的かつ効果的に収集する仕組みを構築する
ことを目指して内製開発された．本論文では，内製開
発した出張申請システムについて述べた．
業務標準化 [5] とは，海外拠点も含めた全従業員が
業務において同じ成果を出せるようにする活動全般を



図 4 出張申請データ (一部抜粋)

指す．業務標準化には，特定の人しかその業務を遂行
することができなかったり，業務品質に偏りが出るな
どの業務の属人化を防ぐ効果が期待でき，それを進め
るために，業務プロセスとシステムを標準化する必要
がある．本論文で述べた出張申請システム内製開発の
取り組みは，「 1○出張申請フェーズ」における出張申
請に関する情報を収集する業務において，誰でも同じ
成果が出すことが期待できる点で，業務標準化の取り
組みにも該当する．
香川大学における教職員の出張については，「国立
大学法人香川大学旅費規程」に基づいた出張申請処理
業務を通じて処理される．出張申請処理業務は，「国
立大学法人香川大学旅費規程」に基づいて正しく実施
されているものの，部局や部署ごとに業務実施方法が
異なるなど，業務標準化に課題を有していた．
現在香川大学は，出張申請システムによって得られ
た出張申請データから旅行命令伺や旅行依頼伺の作成
及び，その決裁を支援するシステム，出張報告書を作
成し，必要な証憑と合わせて報告するシステムの開発
にむけた検討を実施している．
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